
令和３年度「高等学校段階の病気療養中等の生徒に対するICTを活用した遠隔教育の調査研究事業
宮城県教育委員会

（別紙２）

病気療養中等の生徒が治療を受けながら学業を継続できるよう、入院中や退院後の自宅療養中にお
ける教育支援の環境を整備にし、学校、医療機関及び教育委員会の関係機関が連携して、ＩＣＴを活
用した効果的な遠隔教育の活用方法等を始め、教育の保障の在り方について調査研究を実施。

宮城県では、入院中の高校生に対する教育機会を継続的に保障するため、医療機関と教育機関をつなぎ、連携をコーディネ
ートする「医教連携コーディネーター」を配置。生徒が入院している病院と学校の連携、ＩＣＴを活用した学習支援を実施する
ための環境整備及び支援の実践を積み重ねるとともに、支援の重要性について高等学校及び病院関係者に理解啓発を図る。
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（別紙２）

病気療養中等の生徒が治療を受けながら学業を継続できるよう、入院中や退院後の自宅療養中にお
ける教育支援の環境を整備し、学校、医療機関及び教育委員会の関係機関が連携して、ＩＣＴを活用
した効果的な遠隔教育の活用方法等を始め、教育の保障の在り方についての調査研究を実施。
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県教委PC・学校のタブレット等
病院の回線を使用※入院先の環境による

テレプレゼンセンスロボット
「Kｕｂｉ（クビ）」
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入院先窓口：医療ソーシャルワーカーや
病棟の看護師長 等

学校窓口：教頭、学年主任、担任、特別
支援教育コーディネーター 等
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医教連携コーディネーター
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入院生徒に対する教育機会を継続的に保障していくため、医療機関と教育機関をつなぎ、連携をコーディネート
する役割が必要であることから、本県では医教連携コーディネーターを配置して2年目となる。医教連携コーディネ
ーターは、対象生徒の入院している病院と学校の連携、ＩＣＴを活用した学習支援を実施するための環境整備
及び支援の実践を積み重ねるとともに、支援の重要性について高等学校及び病院関係者に理解啓発を図る。




